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市
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月
２１
日
か
ら
３
月
２１
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
３５
議
案
（
報
告
１
件
含
む
）
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
平
成
２４
年
度
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、
お
よ
び
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
の
４
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

款別 前年比（％）

総務費 9.3
民生費 -2.0
衛生費 -1.3
農水費 -15.4
土木費 -3.1
消防費 23.8
教育費 8.6
公債費 0

歳出全体 1.5

主な歳出の前年度比

 

介
護
保
険
料
は
、

こ
れ
ま
で
県
下
一
高

い
保
険
料
（
基
準
月

額
が
４
４
０
０
円
）

で
し
た
。 

実
質
的
に
は
４
１

５
７
円
で
良
か
っ
た

よ
う
で
す
。
前
回
高

か
っ
た
分
も
含
め
、

引
き
上
げ
を
で
き
る

だ
け
抑
え
る
努
力
は 

あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
円
引

き
上
げ
４
６
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。 

年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

な
か
、
介
護
保
険
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
ま
た
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
も
引
き
上
げ
ら

れ
、
高
齢
者
に
と 

っ
て
は
、
負
担
が 

大
変
重
く
の
し
か 

か
っ
て
き
ま
す
。 

 

 
 

        
 

                       

 

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
予
算

は
前
年
度
比
１
・
５
％
増
の
２
９

８
億
１
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

大
き
な
費
用
を
必
要
と
す
る

事
業
と
し
て
は
、
袋
井
駅
南
北
自

由
通
路
新
設
事
業
（
４
億
２
１
０

１
万
円
）
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
（
５
億
２
０
２
５
万

円
）
、
高
南
小
学
校
学
区
再
編
関

連
事
業
（
３
億
１
４
０
０
万
）
な

ど
で
す
。 

 平
成
２４
年
度
予
算
の
特
徴 

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
防

災
関
連
予
算
の
増
大
で
、
消
防
費

増
が
大
き
な
特
徴
で
す
。 

評
価
で
き
る
施
策 

防
災
対
策
へ
の
取
組
を
は
じ

め
、
次
の
よ
う
な
評
価
で
き
る
施

策
が
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
医
療
費
助
成
で
は
、

１０
月
か
ら
通
院
医
療
費
助
成
の

対
象
を
、
中
学
３
年
ま
で
拡
大
と

な
り
ま
す
。 

太
陽
光
発
電
の
推
進
で
は
、
家

庭
へ
の
設
置
補
助
金
は
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
あ
た
り
３
万
円
（
上
限

１２
万
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
市
の
施
設
に
も
計
画
的
に
設

置
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
に
は
東

分
庁
舎
、
袋
井
北
公
民
館
、
高
南

小
に
設
置
さ
れ
ま
す
。 

 市
民
生
活
を
支
え
る
施
策
を 

し
か
し
、
平
成
２４
年
度
の
予

算
全
体
を
見
た
と
き
、
収
入･

所

得
の
減
少
・
負
担
の
増
大
と
い
う

大
変
厳
し
い
市
民
生
活
の
な
か

で
、
市
民
の
暮
ら
し
向
き
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
市
民
か
ら
の
貴
重

な
浄
財
を
大
切
に
使
う
と
い
う

姿
勢
、
市
民
生
活
を
応
援
す
る
姿

勢
、
ま
た
、
事
業
実
施
に
は
市
民

へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す

姿
勢
に
不
十

分
さ
や
問
題

が
あ
り
ま
す
。 

次
の
よ
う
な
予
算･

施
策･

運

営
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。 

住
民
負
担
の
軽
減
に
逆
行 

 

市
が
独
自
に
決
め
る
介
護
保

険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
で
、
負

担
が
増
大
さ
れ
ま
し
た
（
別
項
及

び
裏
面
参
照
）
。 

職
員
の
過
度
の
削
減 

２７
年
度
ま
で
に
５
％
４４
人
の

削
減
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
非
常
勤
職
員
の
増
加

や
民
営
化
（
指
定
管
理
者
制
度
や

長
期
包
括
委
託
制
度
な
ど
）
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

『
公
の
責
任
』
が
軽
視
さ
れ
、

行
政
の
専
門
性
が
失
わ
れ
、
市
民

の
付
託
に
応
え
る
こ
と
さ
え
難

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。 

地
域
は
地
域
で
の
押
し
つ
け 

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
を
行
政
の
柱
と
し

て
い
ま
す
。 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
前
提･

基
礎
は
、
公
平･

対
等
の
立
場
で

す
。
押
し
つ
け
に
な
っ
て
い
な
い

か
、
経
費
削
減
が
目
的
と
な
っ
て

い
な
い
か
疑
問
も
あ
り
ま
す
。 

過
剰
な
負
担
と
な
ら
な
い
配

慮
や
、
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
化
を
進
め
る
問
題
な

ど
も
市
民
の
理
解
を
得
て
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

強
引･

冷
酷
な
滞
納
整
理 

市
税
収
納
事
務
事
業
拡
充
と

し
５
７
５
５
万
６
千
円
計
上
さ

れ
、
収
納
対
策
の
職
員
を
増
員
し
、

差
押
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
滞
納

処
分
を
強
化
す
る
方
針
で
す
が
、

市
民
の
実
情
を
考
慮
し
た
、
親
身

に
な
っ
た
納
税
相
談
に
力
を
尽

く
す
こ
と
が
必
要
で
す
（
裏
面
参

照
）
。 

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て 

 

若
い
ま
ち
本
市
に
と
っ
て
、
待

機
児
童
解
消
は
重
要
課
題
で
す
。 

 

新
た
に
「
袋
井
あ
そ
び
保
育

園
」
が
開
園
し
ま

す
が
、
待
機
児
童

の
解
消
の
目
途

は
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
拡

充
や
認
証
保
育
園
を
、
そ
の
受
け

皿
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
早

期
に
認
可
保
育
園
の
増
園
が
必

要
で
す
。 

自
動
交
付
機
導
入
に
疑
問 

 

住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
の
発

行
を
、
市
役
所
１
階
に
設
置
す
る

総
合
証
明
自
動
交
付
機
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
約
３
千
万
円
の
事
業
費

を
要
し
ま
す
。 

 

平
均
す
る
と
一
人
年
間
１
枚

程
度
の
発
行
で
す
。
ま
た
、
利
用

す
る
に
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
そ
の
カ
ー
ド
の

普
及
率
は
２
％
以
下
と
い
う
状

況
で
す
。
費
用
対
効
果
か
ら
し
て

も
疑
問
で
す
。 

浅
羽
支
所
機
能
縮
小 

浅
羽
支
所
の
地
域
建
設
課
を

廃
止
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
一
課 

 

に
し
、
南
部
地
域
の
様
々
な
活
動

の
支
援
を
行
な
う
地
域
支
援
室

を
新
設
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

組
み
入
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

浅
羽
地
区
に
は
、
津
波
対
策
事

業
な
ど
新
た
な
課
題･

役
割
が
増

え
、
組
織
体
制
の
縮
小
、
人
員
の

削
減
で
機
能
す
る
の
か
大
変
疑

問
で
す
。 

ベ
ト
ナ
ム
の
旅
は
公
式
訪
問
か 

商
工
会
議
所
や
国
際
交
流
協

会
と
の
共
同
で
産
業
視
察
や
文

化
交
流
を
進
め
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
公
的
に
市
が
取
り
組
む
に

は
明
確
な
理
由
・
意
義
づ
け
が
不

足
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
議
員
の
参
加
を
公
的
な

も
の
と
し
全
額
市
費
で
賄
う
こ

と
は
こ
れ
ま
で
の
慣
例
を
破
る

も
の
で
あ
り
、
市
民
の
感
覚
か
ら

外
れ
、
議
会
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る

問
題
で
す
。 

急
が
れ
る
避
難
施
設
建
設 

市
南
部
に
は
津
波
避
難
困
難

地
区
が
多
く
あ
り
、
避
難
施
設
を

新
設
し
、
避
難
場
所
を
確
保
す
る

こ
と
が
急
務
で
す
。 

し
か
し
、
平
成
２４
年
度
中
に

は
、
そ
の
１
カ
所
も
確
保
さ
れ
な

い
状
況
で
す
（
裏
面
参
照
）。 
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「
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
」
ほ
ど
、
国
保
税
の

負
担
は
大
き
い
も
の
で

す
。 

『
命
綱
』
で
あ
る
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
る
た
め

に
も
、
国
保
税
の
引
き
下

げ･

窓
口
負
担
の
軽
減

は
、
保
険
者
（
市
）
の
責

務
で
す
。 


